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津 南町森林組合

広葉樹植栽

代
表
理
事
組
合
長
　
涌
井 

　
九
八
郎

組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
健
や
か
な
新
年
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

丁
度
一
年
前
の
一
月
一
日
に
能
登
半
島
地
震
が
起
き
、
多
く

の
犠
牲
者
と
甚
大
な
被
害
が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
も

追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
豪
雨
災
害
も
発
生
し
、
能
登
半
島

と
い
う
地
理
的
条
件
や
産
業
構
造
も
相
俟
っ
て
復
興
に
は
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
は
当
地

に
も
何
時
大
災
害
を
も
た
ら
す
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

世
界
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
や
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
・

シ
リ
ア
と
内
乱
紛
争
は
収
束
ど
こ
ろ
か
拡
大
の
一
方
で
す
。
政

治
の
世
界
で
も
リ
ー
ダ
ー
の
交
代
と
独
裁
色
が
強
ま
る
国
々
の

存
在
な
ど
世
界
が
大
き
く
混
乱
し
て
い
る
状
況
は
強
ま
れ
ば
こ

そ
弱
ま
る
兆
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
当
組
合
に
お
い
て
も
円
安
や
海
外
物
価
高
と
物
流
事
情

に
よ
る
止
ま
ぬ
原
材
料
高
騰
は
経
営
環
境
を
よ
り
厳
し
く
し
て

い
ま
す
。
価
格
転
嫁
は
随
時
行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
原
材
料

高
騰
に
追
い
付
か
な
い
こ
と
と
、
商
品
価
格
の
相
次
ぐ
値
上
げ

は
消
費
者
離
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
す
。

た
だ
一
方
で
は
津
南
さ
ん
さ
ん
計
画
も
各
集
落
か
ら
の
要
望

も
強
く
、
順
調
に
事
業
推
進
を
行
う
と
と
も
に
、
主
伐
再
造
林

も
拡
大
実
施
で
き
ま
し
た
。
併
せ
て
広
葉
樹
植
林
や
森
林
ま
つ

り
に
は
県
内
・
町
内
か
ら
多
く
の
参
加
者
に
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。
本
年
も
引
き
続
き
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
C
O
²
削
減
の

た
め
、
森
林
整
備
に
よ
る
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
販
売
の
拡
大

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
森
林
組
合
と
し
て
の
役
割
を
強
化
し
、

地
域
産
業
の
一
翼
を
担
う
べ
く
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、

よ
り
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
が
組
合
員
並
び
に
多
く
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
よ
り

輝
か
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
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広葉樹広葉樹
植栽植栽

森林森林
まつりまつり

トレッキングトレッキング

　
第
三
回
広
葉
樹
植
栽
を
十
月
二
十
六
日
（
土
）、
森
林

ま
つ
り
を
十
一
月
二
日
（
土
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
広
葉
樹
植
栽
は
穏
や
か
な
秋
晴
れ
の
中
、
町
内
外
の
総

勢
百
十
名
の
皆
様
か
ら
、
旧
町
営
高
野
山
牧
場
に
六
百
本

程
の
ブ
ナ
苗
を
植
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
す
く
す
く
育

ち
ま
す
よ
う
に
！

　
森
林
ま
つ
り
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
百
名

を
上
回
る
大
勢
の
お
客
様
に
お
い
で
い
た
だ
き
、
に
ぎ
や

か
に
開
催
で
き
ま
し
た
。
な
め
こ
汁
サ
ー
ビ
ス
、試
食
コ
ー

ナ
ー
、
特
売
品
コ
ー
ナ
ー
、
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
、
森
の
工

作
コ
ー
ナ
ー
等
、各
コ
ー
ナ
ー
大
好
評
で
し
た
。
ジ
オ
パ
ー

ク
ト
レ
イ
ル
体
験
も
見
倉
橋
か

ら
石
垣
田
と
歩
き
、
楽
し
か
っ

た
と
好
評
で
し
た
。

　
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第３回

　11 月に毎年恒例の自衛
消防訓練を行いました。通
報から全員の避難、動力ポ
ンプと屋外消火栓からの初
期消火を訓練しました。
　いざというときに、あわ
てずにできるようドキドキ
しながら訓練しました。

　健康講話＆コンプライアンス研修をおこないました。
　株式会社朝日エルの岡山慶子様から『社会課題解決
とビジネスの両立を生かして』を講演していただきま
した。朝日エルは経営理念として、社会貢献とビジネ
スの融合を図ること、持続可能な社会づくりを会社の
基本方針とすることで成功してきたそうです。
　秋草学園短期大学理事長兼学長の北野大様より『安全、
安心』について講演していただきました。安全は客観的
に対策できますが、安心は主観的なものだということで
す。安心な食品は子供にも食べさせられる、孫にも食べ
させられるものと、わかりやすく説明していただきました。
　新潟薬科大学名誉教授の及川紀久雄様より栄養バラ
ンスについて講演していただきました。物価高騰によ
り、野菜摂取少量化とタンパク質が足りていない低栄
養が心配されるそうです。

健康講話＆コンプライアンス研修健康講話＆コンプライアンス研修 自衛消防訓練

避難訓練

岡山様

北野様

及川様

広
葉
樹
植
栽

広
葉
樹
植
栽

  
森
林
ま
つ
り

森
林
ま
つ
り
開
催
！

開
催
！
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　 新潟県林業労働力確保支援センターの林業従事者の紹介動画で、昨年
入組しました森林部で事務を担当している徳永香菜さんが紹介されました。
通常は作業員が中心の動画ですが、今回は事務方紹介の企画でした。皆様
も１度ご視聴いただければ幸いです。YouTube で「津南町森林組合」と
検索していただくか、右記 QR コードでご視聴できます。

　12 月 3 日　津南町役場で「J- クレジット創出に係
る連携協定」を津南町、株式会社バイウィル、津南
町森林組合の 3 者で締結式が行われました。この事
業は町有林 400ha を J- クレジット登録地とし年間
2,000 トンの CO2 削減を予定するプロジェクトです。
ゼロカーボンに向け当組合も尽力して参ります。

　12 月 17 日　津南町生産森林組合連絡
協議会、津南町森林整備推進委員会共催に
よる林政研修会を行いました。
　講師として南魚沼地域振興局石沢薫専門
員に主伐・再造林、生産森林組合の今後に
ついて講演して頂きました。

　主に伐採・刈払い作業となります。未経験者の方も歓迎！
資格取得費用は組合が負担！
　詳しくは組合へお問い合わせください。

森林整備作業員募集森林整備作業員募集

森林部の新人がYouTubeに

J-クレジット創出に係る連携協定締結

林政研修会開催

森林木材部
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日本食研ホールディングス株式会社  商品企画本部
愛媛プロダクトマネジメント部 

柳田部長による研修会開催

インドネシアから新しく

加わった３名の紹介です
　今年 7 月より、特産部に配属になり半年が経とうとして
います。人手不足の中、貴重な存在として活躍しています。
そして、仕事の他に社内行事にも積極的に参加しています。

特産部

スリ・スリ・

ウランダリウランダリ

Q1  日本に行こうと思った理由は？
A  料理の技術を学ぶことと、日本語

を上手に話すようになりたくて
Q2  津南町の印象は？
A  とても静かでリラックスできる。

日本の美しさを楽しむのにぴっ
たりな場所

Q3  仕事には、慣れましたか？
A  はい、仲間が仕事を教えてくれて、

慣れるまで手伝ってくれました
Q4  日本で一番おいしかった食べ物は？
A  そばとラーメンとお寿司

Q5  日本でやりたいことはありますか？
A  日本の文化を楽しんだり、まだ

見たことのない場所
へ行ったり、スキー
をしてみたい

　日頃より大変ご愛顧いただいております、
日本食研ホールディングス株式会社様より商
品企画本部・柳田部長様と矢萩主任様が、８
月７日に来森され全職員を前に研修会を行っ
ていただきました。
　今回の研修では、日本食研ホールディング
ス様が、現在、大変革期にあることから始ま
り、企画・製造・販売を一括して担う「製販
一貫」ビジネスモデルを確立している強みと、

「もっと美味しく」を世界で一番叶える会社
を企業使命とし、食研ブランドの展開から、チルドドレッシングの開発チャレンジや、物流・営

業への改革について説明していただきました。柳田部長
様からは、「美味しさを叶える＝幸せを一緒に作ってい
ただくお仕事を、皆様としていきたい」という熱いメッ
セージをいただきました。この研修をしっかりと共有し、
一人ひとりが当事者意識をもって行動していけるよう努
力していきたいと思います。
　お忙しいところ、大変貴重な研修会を本当にありがと
うございました。

ノヴィア・ノヴィア・

コンタンティアコンタンティア

Q1  日本に行こうと思った理由は？
A  日本の仕事を学びたい、チャン

スがあれば日本で 5 年間ぐらい
働き続けたい

Q2  津南町の印象は？
A  景色がとてもきれいで、住みやす

い皆がやさしいです
Q3  仕事には、慣れましたか？
A  すこし慣れました、まだいっぱ

い勉強しないといけないです
Q4  日本で一番おいしかった食べ物は？
A  全部おいしかったですが、たと

えば抹茶プリンとか牛丼
Q5  日本でやりたいことはありますか？
A  日本語の試験 N2 を

合格したいです

ナエラ・ルハ・ナエラ・ルハ・

ファラディサファラディサ

Q1  日本に行こうと思った理由は？
A  日本語を勉強したい、新しい経

験をしたい
Q2  津南町の印象は？
A  美しい町で、住みやすい雰囲気です

Q3  仕事には、慣れましたか？
A  慣れました、ここで働くのがと

ても楽しいし、やりやすいです
Q4  日本で一番おいしかった食べ物は？
A  ファミリーマートのたこ焼きと

スパイシーチキン
Q5  日本でやりたいことはありますか？
A  雪がふったらスキーをしたい、

日本の美しい場
所を探索したい
です
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●きのこ部●

　去る 12 月 5 日（木）津南特産協議会しいたけ部会では、
（株）北研の指導員様に来ていただき目合わせ、および町
内巡回に同行していただきました。
　目合わせとは森林組合で、生産者から持ち込まれた「し
いたけ」を規格、品質、困っていること等確認する場です。
終了後、町内巡回では生産者毎に栽培指導をしていただき
ました。
　生産者は、秋から春にかけて栽培し、森林組合へ持込み、
市場に出荷されます。
　栽培指導、生産者の努力もあり市場、県内のスーパー等
で販売され高く評価されています。

しいたけ部会町内巡回指導

しいたけ部会 部会長
大関 修二さん（上加用）
　平成 23年よりしいたけ栽培を
始め、冬場の仕事として施設が
あったので丁度よかった。
　日ごろから品質の良いしいたけ
を作ること、みんなに安全・安心
してたべてもらえるしいたけをつ
くることを心掛けて頑張っている。

　
去
る
十
一
月
二
十
日
か
ら
二
十
二
日
に
か
け
て
開
催
さ

れ
た
「
ケ
ー
オ
ー
ク
ラ
ブ
加
工
食
品
部
会
」
に
お
い
て
日

本
食
研
H
D
㈱
大
沢
代
表
取
締
役
社
長
か
ら
「
特
別
功
労

賞
」
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
食
研
様
の
商
品
を
生
産
し
て
い
る
当
組
合
を
含
む

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
企
業
を
中
心
に
令
和
四
年
か
ら
「
加
工

食
品
部
会
」
を
立
ち
上
げ
、
今
回
が
五
回
目
の
開
催
と
な

り
ま
す
が
、
今
治
市
の
日
本
食
研
本
社
で
の
部
会
で
「
特

別
功
労
賞
」
を
設
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
今
ま
で
十
億
円
以
上
の
生
産
を
達
成
し
て
き
た

六
社
が
表
彰
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
当
組
合
は
令
和
五
年

度
で
四
番
目
で
し
た
。

　
各
社
と
も
年
々
販
売

額
を
伸
ば
し
て
い
る
中

で
、
停
滞
気
味
の
当
組

合
は
消
費
者
志
向
・
ニ
ー

ズ
の
把
握
を
更
に
強
め

新
た
な
商
品
開
発
や
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
急
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

日
本
食
研
H
D
㈱
様
よ
り

　「
特
別
功
労
賞
」を

　
　
　
授
与
さ
れ
ま
し
た



  あとがき
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食べ方は申し上げる程もなく、みそ汁や吸い
物、鍋物、茹でてカラシ和え等など、どれも最
高です。

かつて林道開削や牧場開発で雑木を埋め込ん
だ数年後、背負い切れないほど出ていたのが懐
かしい思い出です。今はこのような工事もな
く、中々見ることができない、従って食べるこ
とも出来ない時代となってしまいました。

実は山の手入れが無くなり土も肥え過ぎたこ
とからマツタケも出なくなったと言われてい
ますが、自分が楽しみにしていたホンシメジや
コウタケも最近は出ていません。

や は り 里 山 は
人と関わって本
来 の 姿 が あ り、
恩恵ももたらし
て く れ る の で
しょうか。

<その７> ナラタケ
一致して誰もが美味しいというきのこがナラ

タケだと思います。私はこのきのこをモトアシ
と呼んでいますが、この辺ではアマンダレと呼
ぶことが多いようです。モトアシもアマンダレ
も、足元にも雨の落ちる軒下にも生えるような
一般的なきのこであることから、このような呼
び名になったのかも知れません。

ナラタケも春と初秋に出るきのこで、枯れて
倒木となった広葉樹やその地面に生え、出る時
は幹にも地面にも大量に発生することがあり
ます。美味しさは冒頭記載のとおりですが、と
にかく崩れ易いきのこで袋に入れると、きのこ
同士がくっ付き石突を取るにも大変な思いも
します。

きのこ編

　組合勤続９年。組合に入ってからボイラー、フォーク
リフト、玉掛、酸欠、特化物と各種の資格を取得。現在
は食品安全マネジメントシステムFSSC22000 の講
習を受け勉強中で内部監査員を目指す。
　愛知の大学に行っていたが住むには津南と地元に就職。組合を選んだ
のは“父が働いていたから”と、とっても仲がいい家族。
　趣味は読書、ゲーム、アニメ、ゴルフ。ゴルフは組合一の飛ばし屋。まっす
ぐいく日は百を切る腕前。
　目指すところは「現状維持」とクールを装うが、同僚からは「一生懸命」、

「冷静沈着」、「全体が見えている」と頼れる存在。これからの組合を支える
期待の中堅です！

職員紹介
● 特産部 ●

村山  祥
よ し

希
き

 （割野）　あけましておめ
でとうございます。
　１年の計は元旦にあり
ということで、健康講話
をしてくださった北野大
先生によると、『きょう
いく』と『きょうよう』
が大事！
　 今日行く所がある、
今日用がある、というこ
とだそうです !(^.^)!１日
中ボーっとしてないよう
にがんばるぞー！！

お知らせお知らせ ふるさと納税返礼品に登録！ふるさと納税返礼品に登録！

月刊誌「森林組合」に掲載！月刊誌「森林組合」に掲載！

　役員任期満了に伴う役員改選が下記の
日程で行われます。
　ご多忙中とは存じますが、ご協力をお願
い申し上げます。

・1月26日（日） 役員推薦人地区選出会議
  正組合員様にハガキで連絡いたします
・2月16日（日） 第21期役員推薦会議
  役員推薦人に選任された方
・3月23日（日） 第58期通常総代会
・3月23日（日） 現役員任期満了

　津南町へのふるさと納税返礼品に、きのこセット、津南桐
トレイ、きくらげ菌床、広葉樹植栽体験を
登録させていただきました。
　よろしくお願いいたします。

　津南町森林組合が月刊誌『森林組合』で紹介されました。
　職員のコミュニケーションづくりとしての同好会活動が
紹介されています。


